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２ −３  小学校における GI GA スク ール端末利用の現状視察と 学生による提案 

 小中一貫教育を進めるためのツールと し ても 可能性のあるタ ブレ ッ ト 端末等が 2021 年

6 月頃から 本格的に使用さ れ始めた。 そこ で、 導入から 1 ヶ 月後の 7 月に文京台小学校と

江別第二小学校での活用状況について視察し 、 文京台小学校にて大学生から 活用方法の提

案を 行っ た。  

（ 1） 使用状況の視察結果 

【 保管や機器の立ち上げ】    

 機器は学級で充電機能のついた保管

庫に保管し ていた。 番号を 決めて端末

ごと に保管する位置まで管理し ている

学校も あるが、 特に設定し ていない学

校も ある。 児童は保管庫から 端末を取

り 出し 、 自分専用の QRコ ード が付いた

カ ード を カ メ ラ にかざし 、 ログイ ンし

て使用する（ 図５ ） 。  

【 調べ学習も 自分の机上ででき る】    

 授業の中では、 イ ンタ ーネッ ト に接

続し て調べ学習をすると いう スタ ンダ

ード な活用も さ れている（ 図６ ） 。 た

だ、 こ れまでのよう に、 わざわざパソ

コ ン室に行く のではなく 、 必要なと き

に自分の机の上で調べるこ と ができ る

ため、 学習活動に無駄がない。  

【 フ ァ イ ルの保存・ 共有はク ラ ウド で】   

図７ はク ラ ウド 上に保存さ れた自分の作成し たフ ァ イ ルフ ァ

イ ルをタ ッ プし て、 開いていると こ ろ である。 Chr omebook は基

本的にタ ッ チでの操作も でき る仕様と なっ ているので、 感覚的

に操作方法を 身につけるこ と ができ るよう だ（ 図７ ） 。  

【 児童の発想による活用も 】   

江別市では、 使用に関し てあまり 細かく ルールを 定めないこ と にし ており 、 でき るだけ

活用を促すよう にし ている。 他の地域の先進事例などから も 、 ルールで縛ら ずに積極的に

図５  保管庫から タ ブレ ッ ト を 出す様子（ 左） と Ｑ Ｒ

コ ード でログイ ンする様子（ 右）  

図６  タ ブレッ ト 端末で調べ学習を する様子 

図７  フ ァ イ ルを 立ち上げ

る児童の様子 
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活用さ せるこ と は、 児童による新し い使

用方法の発想が生まれ、 好循環につなが

る。 図８ は、 児童が自分でわから ない漢

字の書き 方を 調べている様子である。 ま

た、 調べ学習で発見し た良いサイ ト の情

報を 共有する様子も 見るこ と ができ た。

自分で調べたサイ ト の URL を QRコ ード で表示し 、 それを 他の自動が自分の端末のカ メ ラ

で読み取るなどの工夫があっ た。  

【 アナログと の融合】  

情報機器はあく まで道具であり 、 も と

も と 行う べき 学習を より 深めるために活

用するこ と が望まし い。 図９ は図工の時

間にク レ イ アニメ ーショ ンを作成し てい

る様子である。 小麦粉粘土を使っ て造形

物を 表現し たり 、 スト ーリ ーの表現を し

たり する活動が学習の中心だが、 I CT を 活用するこ と で上手にサポート し ている。    

【 自己評価の道具と し て】   

体育の学習では、 幅跳びや逆上がり な

ど、 動き の難し い運動で、 自分自身のフ

ォ ームを チェ ッ ク し 、 改善するために利

用し ていた（ 図 10） 。 ただし 、 野外で

使用する際の安全ケース等は配備さ れて

おら ず、 端末の破損が増えるのではないかと 心配する教員の声も あっ た。   

【 その他の活用事例】   

 他にも 以下のよう な活動がすでに始まっ ていた。  

○音楽を 作曲でき るアプリ を使っ て、 作曲する活動（ 音楽）  

○ワーク 機能を 使っ て、 計算の復習を する活動（ 算数）  

○実験の様子を 録画し て、 何度も 観察する活動（ 理科）  

○自分の目標やプロフ ィ ールを まと める活動（ 特別活動）  

○朝の健康観察を Googl ef or mに入力する（ 学級経営）  

図８  漢字を調べている児童（ 左） と サイ ト の URL 情

報をＱ Ｒ コ ード で共有する様子（ 右）  

図９  左で作っ た造形物に、 右のよう にタ ブレッ ト で

アニメ ーショ ンにし 、 命を 与えている。  

図 10 自分たちの運動の様子を 記録し 、 振り 返る。  
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また、 休み時間に Meet（ テレビ会議システム） を使っ て、 友達同士で校舎内探検を し た

り 、放課後に自宅から 、 自宅の PCを使っ て自分のアカ ウント にログイ ンし 、Meet でおし ゃ

べり し たり 、 新型コ ロナウイ ルスの濃厚接触者と なっ てし まい、 自宅待機の中でも Meet で

授業に参加し たり するなどの事例も 見ら れた。 ただし 、 日常的な端末の持ち帰り ができ る

と 、 より 学びのあり 方が深めら れるので、 持ち帰り を 許可し てほし いと いう 声も 教員から

聞く こ と があっ た。  

 

( 2) 学生による I CT 活用事例提案会【 概要】  

①日 時 令和 3 年 7 月 27 日（ 火） 13: 00 〜14: 30 

②場 所 江別市立文京台小学校（ 江別第二小学校は遠隔中継により 参加）  

③目 的 教育学科 4 年が履修し ている「 小学校教育研究Ⅲ」 と いう 科目において、

小学校に導入さ れた GI GAスク ール端末の活用方法について検討し た GI GA端

末の活用プラ ンについて、 実際に小学校教育現場にて活躍し ている教員に提

案し 、 意見交流を 行う 。  

④内 容 東 駿哉「 グーグルサイ ト の可能性」  

井波義幸「 端末を 家庭に持ち帰るこ と の是非」  

大越 奎「 SKYMENUででき るこ と 」  

山田寧々「 スラ イ ド や Jamboar d で広がる共同作業」  

各発表を 10 分行い、 その後 10 分教員から ご意見・ ご指導いただいた（ 図 11） 。  

 

  

図 11 学生４ 名による I CT 活用事例提案会の様子（ 画面は第二小学校にも 共有さ れている）  
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３ ． 研究事業のまと め・ 提言 

（ １ ） 主に江別市内の小中学校教員、 保護者、 一般市民、 学生、 大学教員を 対象と し た

「 江別市小・ 中学校一貫教育フ ォ ーラ ム」 を開催し た。 フ ォ ーラ ムでは先行地域の良

事例等を共有し 、 江別市が今後小中一貫教育を 進めていく 上での課題を 参加者が確認

するこ と ができ た。 また、 教員の不安等についても 抽出するこ と ができ た。  

（ ２ ） 江別市内の学びの連続性を 高めるために、 I CT の活用実態について調査し 、 大学生

による I CT の活用方法に関する提案を行う こ と ができ た。  

（ ３ ） フ ォ ーラ ムで明ら かになっ た課題や I CT の活用実態から 、 江別市の学びの連続性を

高めるために、 次の提言をまと める。  

  【  提 言 】  

１ ． 令和４ 年度から 第二中学校区で先行実施する小中一貫教育の準備状況と し て、 現

状では、 担当職員のみに頼っ ており 、 導入の意義や目的が多く の教員に理解さ れて

いない可能性がある。 また、 地域や保護者を 置いてき ぼり にし た推進と なっ ている

可能性も ある。 小中一貫教育が、 導入するこ と が目的と なり 、 教員の負担増だけで

終わら ないよう に、 「 一貫教育導入の意義や目的」 を あら ためて整理し 、 教職員・

保護者・ 地域住民への周知方法を 見直すと と も に、 一体と なっ て関わる意識の向上

に努めなければなら ない。  

 

２ ． 教職員や保護者、 地域住民に「 一貫教育導入の意義や目的」 が浸透し ていない理

由と し て、 江別市及び各中学校区で育成し たい子ども 像が曖昧で、 一貫教育の明確

な目標設定がさ れていないこ と が挙げら れる。 教職員・ 保護者・ 地域住民への周知

にあたり 、 江別市および各中学校区と し て、 児童生徒の実態把握と 情報共有に努め、

教職員・ 保護者・ 地域住民が協働し て育成し たい子ども 像や目標の設定を 行う べき

である。  

 

３ ． 小中一貫教育を進めるにあたり 、 現場の多忙感は否定でき ない。 原因と し て、 現

状の学校教育体制の見直し は行わず、 追加政策と し ての小中一貫教育の導入と なっ

ているのではないだろ う か。 小中一貫教育を推進するために、 目的を同じ く するコ

ミ ュ ニティ ・ スク ールや PTAなどの既存の組織の見直し や、 施設分離型でも 協働で

き るよう な I CT の積極的活用を 推し 進めるイ ンフ ラ 整備、 そし て一貫教育の導入段

階で必要な人的補強を行う べき である。  
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４ ． 資料 

４ -１  江別市小・ 中一貫教育推進フ ォ ーラ ム案内文書（ 表面）  

江別市 
小・中学校 

一貫教育推進 
フォーラ ム

基調講演 

9 年間の「学び」と「育ち」をつなぐ小中一貫教育 
京都市教育委員会　首席指導主事　吉川康浩　氏 

11
1 月

接

続

開

会
全体会① 基調講演

休
憩
・
接
続
変
更

分科会

詳細は裏面参照

休
憩
・
接
続
変
更

全体会②

分科会報告

総括

閉

会

2022
13:00     30                             13:50                   30        40                                  15:20        30                         50       16:00

主催：北翔大学「江別の学びの連続性に関する 研究グループ 」 

共催：北翔大学北方圏学術情報セン タ ー 

後援：江別市PT A 連合会
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基調講演の開始時間を 、  
一次案内から 変更し ており ます。

二
次

案
内

※本フォーラムは北翔大学北方圏学術情報センタ ーの連続市民講座としても実施しております
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４ -２  江別市小・ 中一貫教育推進フ ォ ーラ ム案内文書（ 裏面）   

 

１．目的 
　全国的に推進が行われている「小中一貫教育」に関心のある皆さ ま（教職員、保護者、教員を目指す学生、
市民の皆様）の理解を深めるととも に、江別市において令和４年度から本格的に導入を始める「小中一貫教
育」のあり方について、多様な立場の参加者から生の声を集めることで疑問や課題を共有し、地域の未来を
担う子ども 達への教育の充実に資する。 

２．会場 
　Z o o m 等によるオンライン開催（申し込みさ れた方に、メ ールにて接続U RLをお知らせします） 
　※各分科会はブレイクアウトルームにて行います（接続は係がサポートします） 

3 ．参加対象 
　小中一貫教育に関心のある教職員及び保護者、一般市民の皆様、大学生 

4 ．開催日時 
　令和４年1 月1 1 日（火）1 3 :3 0 〜16 :0 0 　※日程は表面参照 

５．全体会の内容：　 
　　　全体会①　フォーラムのねらい説明、江別市が始める小中一貫教育について 
　　　全体会②　分科会報告と総括（今後の江別市小中一貫教育における課題の洗い出し） 

６．分科会の紹介　 
　　　※　１，２，３分科会は教職員・学生のみ参加対象です。 
　　　　　 ４，５，６分科会は上記に加え、保護者や地域の皆様など、多様な立場の皆さ んが参加対象です。 

7 ．申し込みについて 
　参加申込は「令和3 年1 2 月2 0 日（月）〜令和4 年1 月7 日（金）1 7 :0 0 」の間に、以下のU RLをクリックするか
Q Rコードを読み取り、フォームへ必要事項を入力してく ださ い。後日Z oo m のU RLを送付いたします。 

　　　参加申込みフォーム：　http s://fo rm s.g le/j Sj rXm KJ3 X5 9o ip 1 6  

８．問い合わせ 
北翔大学「江別の学びの連続性に関する研究グループ」 
代表：北翔大学教育文化学部教育学科　教授　横山　光 
m a il: yo kh4 1 2 3 @ ho kusho -u .ac.j p , te l:0 1 1 -3 8 7 -3 9 5 3

一貫教育を推進するための環境整備 

   明日を担う子ども たちの成長に向けて、小中
一貫した教育をどのように推進していく のか。札
幌市の小中一貫した教育の事例を紹介しなが
ら、課題も 含めて推進のポイントについて交流し
ていく 分科会です。みなさ んの参加をお待ち し
ております。 

（担当：北翔大学教授 西出　勉）

教科指導における一貫教育 

  小中の教科指導でどうしても 生まれてしまう
「指導のズレ」や「教え方の違い」。そういった教
科指導における「小中ギャップ」の解消を目指し
て、小中一貫した教科指導の方向性を探ってい
く 分科会です。みなさ んの参加をお待ちしてい
ます。 

（担当：北翔大学講師 杉浦　勉）

生活指導における一貫教育 

　「子ども たちの夢をかなえる“中学進学”を！」  
期待と不安でむかえる中学校への進学。 
小学校と中学校の先生方がひとつのチームにな
ることで、何ができるのか？　 
これまでやってきたこと、これからできることを、
子ども 目線で考える分科会です。 

（担当：北翔大学教授 三浦公裕）

児童・生徒理解における一貫教育 

　　児童生徒の支援・配慮に関わる情報をどのよ
うに引き継ぎ、子ども たちの支援をつなげること
ができるのか、札幌市の「サポートファイルさ っ
ぽろ」や士幌町の育ちと学びのサポートファイル
「ほろっと」などを活用した事例について紹介し
ます。 

（担当：北翔大学准教授 石塚誠之）

ICT活用における一貫教育 

　　ICTとは何？を改めて確認しながら一貫教育
にどう活用していく のかを考える分科会です。 
児童生徒と小中教員　小教員と中教員　保護者
と小中教員　保護者と児童生徒等のつながりを
意識した取組について交流しましょう。 

（担当：北翔大学准教授 二宮孝行）

保護者の協力する一貫教育 

　　小中学校の9 年間を通して、子ども 達の成長
を温かく サポートしたい！ 
先生も 保護者も 関係なく 、そんな思いをおも ち
のみなさ んが意見交換できる分科会です。たく
さ んの皆様の参加をお待ちしています。 

（担当：北翔大学教授 横山　光）

1 2

3 4

5 6

「江別市小・中学校一貫教育推進フ ォーラ ム（江別市大学連携調査研究事業）」（二次案内）

https://forms.gle/jSjrXmKJ3X59oip16
mailto:yokh4123@hokusho-u.ac.jp
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４ -３  江別市小・ 中一貫教育推進フ ォ ーラ ム全体会使用スラ イ ド  
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令和３年度 
江別市大学連携調査研究事業

1

令和３年度　江別市大学連携調査研究事業 

江別市小・中学校一貫教育推進フォーラ ム 
令和４年1月11 日 

開会式 

主催：北翔大学「江別の学びの連続性に関する研究グループ」 

共催：北翔大学北方圏学術情報センター 

後援：江別市P TA連合会

2

令和３年度　江別市大学連携調査研究事業 

江別市小・中学校一貫教育推進フォーラム 

注意事項 
１．マイク・カメ ラ のミ ュートについて 

　　全体会では基本的にオフにしてく ださ い。分科会では、運営者の指示に

従ってく ださ い。 

２．質問等について 

　　質問がある場合には、リアクショ ンボタ ンにて挙手をしてく ださ い。ま

た、チャット欄に質問を記入していただいても 結構です。進行係が拾い上

げて、時間の許す限り お答えいたします。 

３．まだ表示さ れている氏名を 変更していない方は、全体会①の終了まで

に変更作業を してく ださ い。も し、変更がう まく できない方には、全体会①

の終了後にお声がけいたします。

3

令和３年度　江別市大学連携調査研究事業 

江別市小・中学校一貫教育推進フォーラ ム 

全体会① 

１．本フォーラムのねらいの説明 

２．江別市の小・中一貫教育の概要 

３．基調講演 

９年間の「学び」と 「育ち」をつなぐ 小中一貫教育 
京都市教育委員会　首席指導主事　吉川康浩　氏

4

令和３年度　江別市大学連携調査研究事業 

江別市小・中学校一貫教育推進フォーラム　全体会① 

１．本フォーラムのねらい 
【目的】 

全国的に推進が行われている「小中一貫教育」に関心のある皆さ まの理解

を 深めると と も に、江別市において令和４年度から本格的に導入を 始める

「小中一貫教育」のあり 方について、多様な立場の参加者から 生の声を 集

めること で疑問や課題を 共有し、地域の未来を 担う 子ども 達への教育の充

実に資する。

→　○不安や疑問の声を集めたい。 

　　 ○先進地の皆さ んからアドバイスをも らいたい。 

　　 ○参加者同士の連携のき っかけと したい。

6

令和３年度　江別市大学連携調査研究事業 

江別市小・中学校一貫教育推進フォーラム　全体会① 

２．江別市の小中一貫教育の概要 

【江別市における小中一貫教育の目的】

小学校と 中学校が学習指導や生徒指導の課題や情報を共有し、義務教育の 

９年間において系統性と 発達段階に応じ た連続性をも って指導に取り組む。 

↓ 

「目指す子ども 像」の実現

（１）９年間継続した指導のも と で学習に取り 組みます 

（２）環境の急激な変化を緩和します 

（３）児童・生徒の発達状況に合わせ、９年を 通した生徒指導を行います

7

令和３年度　江別市大学連携調査研究事業 

江別市小・中学校一貫教育推進フォーラム　全体会① 

２．江別市の小中一貫教育の概要 

【江別市における小中一貫教育の方向性】

（１）目指す子ども 像を明確にする 

（２）教職員研修を合同で開催する 

（３）義務教育９年間の見通しを明らかにした指導計画を 作成する 

（４）現行の教育制度（６・３制）を 基本と する中で、中１ギャップの緩和を 工夫する 

（５）地域と と も にある学校づく り を推進する

【期待さ れる効果】

（１）学習指導上の効果が上がる 

（２）生徒指導上の効果が上がる 

（３）教職員の意識改革が行われる 

（４）異学年児童生徒の交流促進が行われる 

（５）中学校登校を行う こと で、児童が中学校の雰囲気に馴染むこと ができる 

（６）部活動体験・見学を 行う こと で、中学校入学後の部活動決定がスムーズに行

われる

8

【各校区のイメ ージ】

!!!

!!!

!!

!!【導入スケジュール】

令和３年度　江別市大学連携調査研究事業 

江別市小・中学校一貫教育推進フォーラム　全体会① 

２．江別市の小中一貫教育の概要 

9
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令和３年度　江別市大学連携調査研究事業 

江別市小・中学校一貫教育推進フォーラム　全体会① 

１．本フォーラムのねらい 
【目的】 

全国的に推進が行われている「小中一貫教育」に関心のある皆さ まの理解

を 深めると と も に、江別市において令和４年度から本格的に導入を 始める

「小中一貫教育」のあり 方について、多様な立場の参加者から 生の声を 集

めること で疑問や課題を 共有し、地域の未来を 担う 子ども 達への教育の充

実に資する。

→　○不安や疑問の声を集めたい。 

　　 ○先進地の皆さ んからアドバイスをもらいたい。 

　　 ○参加者同士の連携のき っかけと したい。

10

令和３年度　江別市大学連携調査研究事業 

江別市小・中学校一貫教育推進フォーラム　全体会① 

基調講演 

９年間の「学び」と 「育ち」をつなぐ小中一貫教育

京都市教育委員会　首席指導主事　吉川康浩　氏

11

令和３年度　江別市大学連携調査研究事業 

江別市小・中学校一貫教育推進フォーラム 

休憩 
１．zo o m は接続したままでお待ち下さ い。 

２．休憩時間中にzo o m 画面にブレイクアウトルームへの招待が表示さ れま

すので、参加のボタンを クリックしてく ださ い。自動的に分科会のルームに

振り分けられます。 

３．分科会の開始は14 時4 0 分です。それまでに、「参加」ボタンを 押して移

動し、開始時間まで接続したままお待ちく ださ い。 

４．まだ表示さ れている氏名を 変更していない方は、変更作業をお願いし

ます。う まく できない方にはこちらから声をかけますのでお待ち下さ い。

12

令和３年度　江別市大学連携調査研究事業 

江別市小・中学校一貫教育推進フォーラ ム 

全体会② 

１．各分科会から の報告・情報共有 

２．総括 

14

令和３年度　江別市大学連携調査研究事業 

江別市小・中学校一貫教育推進フォーラ ム 
令和４年1月11 日 

閉会式 

主催：北翔大学「江別の学びの連続性に関する研究グループ」 

共催：北翔大学北方圏学術情報センター 

後援：江別市P TA連合会

15

ご参加あり がと う ございました。 
チャット及びメ ールにてアンケート

フォームのU RLを送信します。 

最後に、アンケート入力のご協力を
よろしく お願いします。 

今後と も 、子ども 達のために一緒に
協力していき ましょう ！

江別市 
小・中学校 

一貫教育推進 
フォーラ ム

令和３年度 
江別市大学連携調査研究事業

16
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４ -４  江別市小・ 中一貫教育推進フ ォ ーラ ム基調講演スラ イ ド  

 

視察資料 京都市教育委員会

４０分

京都市教育委員会 指導部 学校指導課
吉川 康浩

～義務教育９年間の「学び」と「育ち」をつなぐ取組～

京 都 市 の 小 中 一 貫 教 育

視察資料 京都市教育委員会

1

本日の内容

・ 京都市の基本情報
・ 小中一貫教育の流れ
・ 小中一貫教育の取組
・ 開かれた学校づく り

キーワード

「 つなぐ 」

視察資料 京都市教育委員会

京都市の基本情報

2

◆面積： ８ ２ ７ ． ９ 平方キロ［ 南北： 約５ ０ キロ， 東西： 約２ ５ キロ］

京
都
市兵庫県

滋賀県

大阪府

奈良県

福井県

三重県

【京都府】

北区

南区

東
山
区

右京区
左京区

中京区
上京区

下京区
西京区

伏見区

山科区

【京都市】

◆人口： 約１ ４ ７ 万人

⇒府内人口の半分以上が京都市民

◆行政区数： １ １ 行政区

●京都京北(244人)

●向島秀蓮（861人）

●大原（85人）

●凌風（700人）

●東山泉（745人）

●開睛（811人）

●宕陰（7人）

●花背(46人)

●京都市立義務
教育学校（８校）

視察資料 京都市教育委員会

京都市の基本情報
◆京都市立学校数等： ２ ５ ７ 校園（ 休校除く ） 令和３ 年５ 月１ 日現在

園児児童生徒数： ９ ４ ， ６ ２ １ 人

・ 京都市立幼稚園： １ ５ 園［ 園児数： ７ ３ ０ 人］

・ 京都市立小学校： １ ５ ３ 校［ 児童数： ５ ７ ， ９ １ ０ 人］

・ 京都市立中学校： ６ ４ 校［ 生徒数： ２ ６ ， ６ ０ ０ 人］

・ 京都市立小中学校： ８ 校［ 児童生徒数： ３ ， ０ ６ ４ 人]
（ 義務教育学校）

・ 京都市立高等学校： ９ 校［ 生徒数： ５ ， ２ １ ５ 人］

・ 京都市立総合支援学校： ８ 校［ 児童生徒数： １ ， １ ０ ２ 人］

◆政令指定都市が行う 事務

・ 教職員の人事（ 任免， 給与の決定， 休職及び懲戒）

・ 教職員の研修

・ 教職員の給与支給， 定数・ 学級編制基準（ ２ ９ 年４ 月から 税源移譲と と も に可能に）

3

視察資料 京都市教育委員会

京都市の小中一貫教育【 流れ】

◆構造改革特区の「 小中一貫教育特区」 認定
⇒学習指導要領の基準によら ない教育課程を研究

・ 平成１ 6 年３ 月 大宅中・ 陶化中ブロッ ク

【 大宅】 算数・ 数学一貫教育（ 小５ ～中１ の弾力的指導カ リ キュ ラ ム作成）

小学校５ ～６ 年に英語科， 中学校１ 年に英語表現科を設置

【 陶化】 小学校６ 年に英語科を設置

・ 平成１ 8 年３ 月 京都御池中ブロッ ク

算数・ 数学一貫教育（ 小中９ 年間の弾力的指導カ リ キュ ラ ムの作成）

小学校６ 年に英語科を設置

・ 平成１ 9 年３ 月 花背小中学校

算数・ 数学一貫教育， 小学校１ ～６ 年に英語科設置

⇒平成2 0 年度から 教育課程特例校に移行

4

視察資料 京都市教育委員会

京都市の小中一貫教育【 流れ】
平成1 6 年３ 月 「 小中一貫教育特区」 認定（ 特色ある小中一貫教育の推進）

1 6 年度 全小中学校に小中連携主任を設置
1 8 年度 教育委員会に小中一貫教育推進室を設置

「 小中一貫教育全国連絡協議会」 組織化

1 9 年度 京都御池中ブロッ ク （ 京都御池中・ 御所南小・ 高倉小） 取組開始
（ 5 ・ 4 制施設併用型一貫校）

花背小中学校開校（ 4 ・ 3 ・ 2 制施設一体型一貫校）
2 0 年度 小中一貫教育・ 京都市の５ つの視点を策定

小中一貫教育（ 推進） 校を指定し ， 全行政区へ取組を 展開
2 1 年度 京都大原学院開校（ 4 ・ 3 ・ 2 制施設一体型一貫校）
2 3 年度 全中学校ブロッ ク へ小中一貫教育を展開

東山開睛館開校（ 4 ・ 3 ・ 2 制施設一体型一貫校）
2 4 年度 凌風学園開校（ 4 ・ 3 ・ 2 制施設一体型一貫校）
2 6 年度 東山泉小中学校開校（ 5 ・ 4 制施設併用型一貫校）

5

・ 幹事： 品川区， 京都市， 奈良市， 呉市（ 正会員： 平成30年1月現在52区市町村）

・ 第2回（ 19年度） ， 第7回（ 24年度） ， 第12回（ 29年度） の全国大会は京都開催
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視察資料 京都市教育委員会

京都市の小中一貫教育【 流れ】

6

平成２ 7 年度「 京都市小中一貫教育ガイ ド ラ イ ン 」

によ り 小中一貫教育・ 京都市の５ つの実践を 策定

2 8 年度全中学校ブ ロ ッ ク において，

小中一貫教育構想図等を 作成

3 0 年度 市立義務教育学校条例の制定

義務教育学校（ ６ 校） の設置

令和元年度 義務教育学校の設置 ※向島秀蓮小中学校

２ 年度 義務教育学校の設置 ※京都京北小中学校

7 年度 義務教育学校の設置予定 ※小栗栖中学校区

義務教育学校の設置予定 ※西陵中学校区
（ ４ ・ 3 ・ 2 制施設一体型一貫校）

視察資料 京都市教育委員会

京都市の小中一貫教育【 基本】

◆京都市の小中一貫教育の考え方

「 小学校から 中学校への学校生活の変化になじ めないこ と が，

子ども たちの学習や学校生活に否定的な影響を与える」

と いう 課題， いわゆる 「 中１ ギャ ッ プ」 解消や

社会の目まぐ る し い変化や子ども たちの

心身発達の早期化などに対応し ，

児童生徒個々の能力を 十分に引き 出す点で

非常に効果的である

7

特区の指定校⇒実際に不登校者数が減少するなどの効果特区の指定校⇒実際に不登校者数が減少するなどの効果

視察資料 京都市教育委員会

京都市の小中一貫教育【 基本】

◆京都市の小中一貫教育の考え方

全教職員が小中９ 年間の学びと 育ち に責任を 持つ

8

家庭教育も 含めた計画的・ 系統的な一貫教育を 地域と
一体と なっ て行い， 小中９ 年間の学びと 育ちに責任を 持つ

家庭教育も 含めた計画的・ 系統的な一貫教育を 地域と
一体と なっ て行い， 小中９ 年間の学びと 育ちに責任を 持つ

それだけではなく

視察資料 京都市教育委員会

京都市の小中一貫教育 ５ つの視点

• 小中学校で目指す子ども 像を共有し ，
子ども たち の「 生きる 力」 の育成を 図る

Ⅰ. 小中一貫教育目標

• 教育課程（ カ リ キュ ラ ム） の編成や指導形態などの
工夫・ 改善を図り ， 「 確かな学力」 「 豊かな心」
「 健やかな体」 の育成を 目指す

Ⅱ. 教育課程/指導形態

の工夫・ 改善

• 子ども たち の教育活動の連続性を高める
【 例】 児童生徒交流， 部活動体験， 合同宿泊行事

Ⅲ. 教育活動の連続性

• 小中学校の教職員間の「 連携」 と 「 協働」 を深める
【 例】 教職員合同研修会

Ⅳ. 教職員間の

連携・ 協働

• 家庭や地域と の「 連携」 「 協力」 を より 一層推進する
Ⅴ. 家庭・ 地域と の

連携・ 協力9

◆ 小中一貫教育・ 京都市の５ つの視点（ 平成２ １ 年３ 月策定）

視察資料 京都市教育委員会

Ⅰ 各中学校ブロッ ク で， 小中学校の校長が協議し ，

地域の子ども の現状と 課題や義務教育卒業時に目指す子ども 像， さ ら に目指す子ども 像の

実現に向けた「 つけたい力」 及び「 軸と なる 取組・ 活動」 などを 明ら かにする 。

Ⅱ 『 軸と なる取組・ 活動』 について， ９ 年間の系統性のある 年間計画を作成すると と も に，

「 学びの約束・ ルール」 などを明確にする 。

Ⅲ 小中一貫教育の企画・ 立案や各教科等における 取組の推進体制について，

小中学校合同の部会などを設け， 教職員間の連携と 協働を図る。

Ⅳ 「 つけたい力」 の実現状況や「 軸と なる 取組・ 活動」 の評価を，

学校評価のＰ Ｄ Ｃ Ａ サイ ク ル（ 計画⇒実践⇒評価⇒改善） を用いて絶えず点検し ，

その質の向上を図る。

Ⅴ 小中一貫教育構想や「 つけたい力」 などの内容について，

学校運営協議会や学校評議員と 協議すると と も に， 保護者・ 地域への周知に努める など，

家庭・ 地域と の更なる連携・ 協力を進める 。

また， 小中学校合同の学校運営協議会の設置に向けた検討を 進める 。

京都市の小中一貫教育 ５ つの実践
◆ 京都市小中一貫教育ガイ ド ラ イ ン （ 平成２ ８ 年３ 月策定）

10

視察資料 京都市教育委員会

京都市の小中一貫教育【 施設一体型】

◆施設一体型
小中学校が同一施設， 同一敷地内にあるこ と を 活用し た

小中一貫教育
・ 花背小中学校 【 平成1 9 年度】

・ 京都大原学院 【 平成2 1 年度】

・ 東山開睛館 【 平成2 3 年度】

・ 凌風学園 【 平成2 4 年度】

・ 向島秀蓮小中学校 【 令和元年度】

・ 京都京北小中学校【 令和2 年度】

・ 宕陰小中学校 【 平成3 0 年度】

11

４・３・２制

【学年区分】

５・４制
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視察資料 京都市教育委員会

京都市の小中一貫教育【 施設一体型】

12

◆施設一体型
小中学校が同一施設， 同一敷地内にあるこ と を活用し た

小中一貫教育

・ 西陵ブロッ ク （ 西陵中学校， 福西小学校， 竹の里小学校）

・ 小栗栖ブロ ッ ク （ 小栗栖中学校， 小栗栖小学校，

小栗栖宮山小学校， 石田小学校）

【 令和７ 年度開校予定】

視察資料 京都市教育委員会

京都市の小中一貫教育【 施設一体型】

・ ３ 小３ 中学校が統合（ 市内中心部から 車で１ 時間程度の山間部に位置）
・ 全校児童生徒3 0 名程度の小規模校， みんなのリ ビング（ 多目的空間）

・ 隣接する小中学校を 施設一体型に整備
・ 少子高齢化， 若者の流出が顕著（ 特別風致地区， 市街化調整地区）

・ ５ 小２ 中学校が統合（ 地元８ 学区＝前身は番組小学校）
・ 地域や社会を 教材と し ， 探究力を 育む「 東山探究」 （ 総合学習） や

「 開睛英語」 （ ３ 年生から 中学校籍教員の指導による英語活動） 等が特色

・ 特区認定を 受けた陶化中ブロッ ク の３ 小１ 中学校が統合
・ 異学年交流が特色

（ 5 ～9 年生徒会活動， 5 ～9 年部活動， 1 ～4 年縦割り 給食）

13

花背小中学校（平成19年度）

京都大原学院(平成21年度）

東山開睛館（平成23年度）

義務教育学校

義務教育学校

義務教育学校

凌風学園（平成24年度） 義務教育学校

視察資料 京都市教育委員会

京都市の小中一貫教育【 施設一体型】

宕陰小中学校（平成30年度）

14

・ 全校児童生徒１ ０ 名程度の小規模校
・ 平成３ ０ 年度， 義務教育学校移行を 機に， 5 -4 制 施設一体型一貫校へ
・ ６ 年生から ５ ０ 分授業， 学級担任の見守り のも と で教科担任制

義務教育学校

向島秀蓮小中学校（令和元年度）

・ ３ 小１ 中学校が統合（ 児童生徒数９ １ ０ 名程度の大規模校）
・ 平成３ １ 年4 月， ４ -３ -２ 制 施設一体型一貫校が開校
・ ８ ～９ 年生全教科で１ 人の先生が複数学年を 担当する「 タ テ持ちシステム」

義務教育学校

京都京北小中学校（令和２年度） 義務教育学校

・ ３ 小１ 中学校が統合（ 児童生徒数４ ０ ０ 名規模の学校）
・ 令和２ 年4 月， ４ -３ -２ 制 施設一体型一貫校が開校
・ 9 年間で「 学び」 「 地域創生」 「 育ち」 を中心の「 つなぐ つながるカ リ キュ ラ ム」

視察資料 京都市教育委員会

京都市の小中一貫教育【 施設一体型】

◆校長ヒ アリ ン グから
〇一学年の学習集団が大き く なるこ と により ， 集団生活の中で幅広い人間関係が構築で

き ると と も に， 中学生が小学校低学年を し っ かり と みたり ，

１ 年生が９ 年生の姿を目標にするなどの教育効果が認めら れる。

〇小学校， 中学校と いう 区切り がなく なり ， 小中学校９ 年間で発達段階，
学びの段階を 考慮し たステージを 設定するこ と により ，

義務教育の連続性を切れ目なく つなぐ こ と ができている。

〇職員室が一つであるこ と による情報交換， 交流が密になり ，
交流授業や生徒指導， 進路指導に活かせる。

〇小中学校間の交換授業， 専科指導など，

常に児童生徒の学習状況に見合っ た指導体制が柔軟に組める。

●最高責任者である校長が一人のため， 負担が大きい。 （ 対外的な対応）

●小学校， 中学校と いう 区切り がないこ と で， 双方の

教育課程を つなぐ 第２ ステージ（ ５ ～７ 年生） の目指す姿が見えにく い。
15

視察資料 京都市教育委員会

京都市の小中一貫教育【 施設併用型】
◆施設併用型（ 学年区分５ ・ ４ 制）

小中学校の施設などが独立し ながら も ， 児童生徒が
柔軟に相互の校舎を活用し た小中一貫教育

・ 元々５ 中学校あっ た地域（ 元学区1 4 ） で開校
（ 現校舎は1 8 年度完成）

・ ６ 年生（ 御所東・ 御所南・ 高倉） が中学校校舎で学ぶ５ -4 制を採用
・ 読解力（ 論理的思考力， 問題解決力） を育成する読解科の取組

・ ３ 小学校を 統合， 中学校と あわせ， 5 -4 制 施設併用型一貫校と し て開校
・ 小学校敷地に新校舎（ 西学舎） 整備（ １ ～５ 年生が学ぶ第１ ステージ）
・ 中学校校舎を改修（ 東学舎） （ ６ ～９ 年生が学ぶ第２ ステージ）
・ ６ 年生から 5 0 分授業， 学級担任の見守り の下で教科担任制

16

保育所， デ イ サービ ス ， 商業施設等

の複合施設にある 京都御池中学校

京都御池中学校ブロック（平成19年度）

東山泉小中学校（平成26年度） 義務教育学校

視察資料 京都市教育委員会

京都市の小中一貫教育【 施設併用型】

◆校長ヒ アリ ン グから
〇６ 年生を「 中等教育のスタ ート 」 と し ても 位置付け， 中学校教員が

中学校の学習内容を考えながら 小学校の授業に入るこ と ができ ，
児童も 中学校の学習を見据えて学びを進めるこ と ができる。

〇６ 年生の１ 年間を中学校の校舎で過ごし た生徒は，
中学校生活にも すぐ に慣れ， スタ ート を早く 切るこ と により ，
部活動も 含めてゆと り を持っ た生活を送るこ と ができている。

●学校行事は小学校で行う ため， 事前指導も 含め， ６ 年生， 指導者が
小学校に移動する必要があるなど， 物理的な負担が生じ る。

17
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視察資料 京都市教育委員会

京都市の小中一貫教育【 連携型】

◆連携型（ 学年区分６ ・ ３ 制）

小中学校の施設などが独立し ながら も ，

教員と 地域の緊密な連携によ る
小中一貫教育

※２ 中４ 小や４ 中９ 小の

ブ ロ ッ ク を 含む

18

小中合同学校運営協議会
発足式

京都市の小中一貫教育の基本は連携型
（ 一体型８ ， 併用型２ ， 連携型５ ５ ※ ）

中学校 小学校 ﾌﾞ ﾛｯｸ数 ﾌﾞ ﾛｯｸ名

１ 中 １ 小 ３ 大宅， 西院， 桃陵

２ 小 ２ ６ 西賀茂， 二条， 松原， 八条， 九条， 久世， 高野， 山科， 勧修， 花山， 醍醐， 春日丘， 蜂ヶ 岡， 太秦， 四条， 梅津， 松尾， 樫原，
大枝， 洛西， 西陵， 大原野， 深草， 向島東， 洛水， 大淀

３ 小 １ ５ 旭丘， 嘉楽， 七条， 下鴨， 安祥寺， 音羽， 小栗栖， 栗陵， 嵯峨， 西京極， 桂， 桂川， 桃山， 伏見， 神川

４ 小 ７ 加茂川， 衣笠， 下京， 洛南， 修学院， 藤森， 双ヶ 丘

６ 小 １ 洛北

２ 中 ４ 小 ２ 上京・ 烏丸， 岡崎・ 近衛

４ 中 ９ 小 １ 北野・ 朱雀・ 中京・ 西ノ 京

視察資料 京都市教育委員会

京都市の小中一貫教育【 連携型】
◆実施形態には施設一体型， 施設併用型， 連携型があるが，

京都市の小中一貫教育は連携型が基本

19

大切なのは， 施設の在り 方ではなく て，
児童生徒・ 地域実態に対応し た
多様な形での小中一貫教育の推進である

中学校ブロッ ク の校長同士が， お互いのビジョ ンを持ち寄り
育てたい子ども 像を共有し て教職員に語り かけ，
全ての教職員がその内容を理解し て行動を共有できれば，
小中一貫教育は６ ・ ３ 制の連携型でも 十分に成果があがる

視察資料 京都市教育委員会

京都市の小中一貫教育【 学校への支援】

・ 小中一貫教育推進事業

すべての中学校ブロ ッ ク を対象に，

京都市の「 ５ つの視点」 を踏まえた取組に対する予算支援

・ 小中一貫教育に係る 人事配置の工夫

中学校ブロッ ク から の申請に基づき ， 人的配慮を 実施

①中学校ブロ ッ ク 内人事交流制度

②週２ ７ 時間勤務の非常勤講師を配置

・ 小中一貫教育に係る 研修会の実施＜平成3 0 年まで＞

年１ 回全小中学校の管理職・ 教務主任を対象に，

優れた取組や進める べき 方向性等に関する研修会を実施

20

視察資料 京都市教育委員会

京都市の小中一貫教育【 成果】

・ 意識改革

◆教職員 中学校ブロッ ク 全体で学力向上を 図る

◆地 域 地域全体で子ども を育む

・ 小学校同士の連携

同じ 中学校区内の小学校同士が， 様々な取組に対し て
歩調を合わせて中学校へ進学さ せる 。

【 例】 話型・ ノ ート ・ 学習規律の統一， 合同宿泊活動

・ 学力向上・ 学力情報の共有

京都市小中一貫学習支援プログラ ムの実施 を 通し て

学力向上の成果や課題を共有し ， 改善策に取り 組む。

21

視察資料 京都市教育委員会

■小中学校間での打合せおよび

研修時間の確保

■９ 年間の系統性に配慮し た

指導計画の作成・ 教材の開発

22

京都市の小中一貫教育【 課題】

視察資料 京都市教育委員会

開かれた学校づく り と 小中一貫

・ 小中一貫し た学校評価
小中学校で共通し た評価項目を設定

・ 小中合同の学校運営協議会の設置

23

①小中学校合同の学校運営協議会の設置（ イ メ ージ①）

②小中学校個々の学校運営協議会代表者による代表者会議の設置（ イ メ ージ②）

③中学校の学校運営協議会を代表と する小中合同の学校運営協議会の設置

（ イ メ ージ③）

学校・ 家庭・ 地域の「 横のつながり 」 と 校種間の
「 縦のつながり 」 を 融合さ せた， 大人も 子ど も も 育つ，
人育ち コ ミ ュ ニテ ィ の創生を 目指す
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視察資料 京都市教育委員会

※う ち， 小中合同の学校運営協議会を 設置する中学校ブロッ ク ４ ５ 校
（ 複雑な 通学区域： ２ 中１ ブ ロ ッ ク ， ４ 中１ ブ ロ ッ ク を 含む）

京都市の学校運営協議会

24

◆学校運営協議会の指定校数(令和３ 年10月28日現在)

校種 京都市の指定校数
京都市の学校に

占める割合

幼稚園 15園 100. 0％

小学校 * 153校 100. 0％

中学校 * 64校 100. 0％

小中学校（ 義務教育学校） 8校 100. 0％

総合支援学校 8校 100. 0％

合計 248校・ 園 100. 0％

視察資料 京都市教育委員会

小中一貫によ る 学校運営協議会①

◆小中一貫による 学校運営協議会

・ 小中合同の学校運営協議会の設置

イ メ ージ図①

25

小中一貫教育
基本方針

Ａ 中
基本方針

Ｂ 小
基本方針

Ｃ 小
基本方針

教育
活動

教育
活動

教育
活動

説 明
情報公開

承 認
支援・参画

評 価 Ｂ 小
部 会

Ａ 中
部 会

Ｃ 小
部 会

Ａ中ブロック
学校運営協議会
（各校から選出された理事で運営）

視察資料 京都市教育委員会

小中一貫によ る 学校運営協議会②

◆小中一貫によ る学校運営協議会

・ 学校運営協議会代表者会の設置 イ メ ージ図②

26

小中一貫教育
基本方針

Ａ 中
基本方針

Ｂ 小
基本方針

Ｃ 小
基本方針

教育
活動

教育
活動

教育
活動 Ｃ 小

学校運営
協議会

Ａ 中
学校運営
協議会

Ｂ 小
学校運営
協議会

Ａ中ブロック合同
学校運営協議会
（各校の代表者が出席）

説 明
情報公開

承 認
支援・参画

評 価

Ａ中
理事長

副理事長

Ｂ小
理事長
副理事長

Ｃ小
理事長
副理事長

視察資料 京都市教育委員会

小中一貫によ る 学校運営協議会③

◆小中一貫による 学校運営協議会

・ 中学校の学校運営協議会を 代表と する

小中合同の学校運営協議会の設置

イ メ ージ図③
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小中一貫教育
基本方針

Ａ 中
基本方針

Ｂ 小
基本方針

Ｃ 小
基本方針

教育
活動

教育
活動

教育
活動 Ｃ 小

学校運営
協議会

Ｂ 小
学校運営
協議会

Ａ中学校学校運営協議会
（A中学校区合同学校運営協議会）

説 明
情報公開

承 認
支援・参画

評 価

Ａ中
地域代表理事

保護者代表理事

Ｂ小
理事長

副理事長

Ｃ小
理事長

副理事長

視察資料 京都市教育委員会

28

ご 清 聴 あ りが と う ご ざ い ま し た
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４ -５  江別市小・ 中一貫教育推進フ ォ ーラ ム運営マニュ アル 

 

「 江別市小・ 中学校一貫教育推進フ ォ ーラ ム」 運営台本 

時刻 日程 進行表 共同ホスト 業務 進行係（ 井波）  ブレイ ク アウト 係（ 秋山）  

12: 00 

12: 30 

 

 

 

 

13: 00 

 

 

13: 15 

 

 

 

 

 

 

 

13: 25 

 

接続 

ミ ーティ ングルーム開設（ 横山） 

 

・ 共同ホスト 割当て（ 横山）  

・ 開会までの待機・ 氏名変更指示

スラ イ ド の共有（ 横山）  

 

参加者接続開始 

吉川康浩氏接続 

 

・ 画面・ 音声ミ ュ ート 、氏名変更

の指示（ 井波）  

 

 

 

 

 

 

・ 画面・ 音声ミ ュ ート 、氏名変更

の指示（ ２ 回目）  

・ 画面録画の了承 

 

 

全員接続 

 

名前変更 

「 氏名（ 運営）」  

 

「 氏名（ 運営）」 と す

る。  

 

参加者への氏名変更

対応 

 

（ 氏名がわから ない

人に声をかけて、 氏

名 変更 を し て あ げ

る）  

例： ２ 江別太郎 

  ↑ 

 分科会番号 

 

 

 

名前変更： 井波義幸（ 運営）  

 

 

 

 

 

「 あと 15 分ほどで、 江別市小・ 中学校一貫教

育推進フ ォ ーラ ムを開始し ます。画面・ 音声を

ミ ュ ート にし て、 そのままお待ち 下さ い。 な

お、 表示さ れている氏名の変更方法がわから

ないかたは、マイ ク をオンにし て、ご氏名を教

えてく ださ ればそれでも 大丈夫です。（ 一息）

それでは、 開始時間までお待ち下さ い。」  

 

「 まも なく 江別市小・ 中学校一貫教育推進フ

ォ ーラ ムを開始いたし ます。参加にあたり 、皆

様の画面と 音声はミ ュ ート するよ う お願いい

たし ます。 また、 表示氏名を変更できる方は、

お名前がわかるよ う に修正お願いし ます。 う

まく 変更でき ない方は、 マイ ク を 一度オンに

し て、ご氏名を教えて下さ い。なお、途中の分

科会では、 画面や音声をオン にするこ と を求

めるこ と があり ますので、 ご協力お願いいた

し ます。また、本フ ォ ーラ ムは記録のため録画

を 致し ますが、 映像を 外部に公開する こ と は

あり ませんので、ご了承お願いいたし ます。ま

も なく 開始いたし ます。 そのままお待ち下さ

い。」  

 

 

 

 

名前変更： 秋山太陽（ 運営）  

 

ブ レ イ ク ア ウト ルーム設定

（ ルームを 開けないよ う 注

意）  

ルーム名を変更 

１ ． 環境整備 

２ ． 教科指導 

３ ． 生活指導 

４ ． 児童生徒理解 

５ ． I CT活用 

６ ． 保護者の協力 

 

エク セルを使っ て、出欠のチ

ェ ッ ク  

 

参加者のブ レ イ ク ア ウト ル

ームへの配置作業 

13: 30 開会 ・ 開会の言葉、 進行自己紹介 

・ 開会画面スラ イ ド 共有（ 横山） 

 

 

 

 

 

・ スラ イ ド 共有停止（ 横山）  

 

〜開会挨拶〜（ 横山）  

 

 

 

 

・ 注意スラ イ ド 共有（ 横山）  

・ 注意事項、 操作方法等の連絡 

 ・ マイ ク 、カ メ ラ ミ ュ ート の話 

 ・ リ アク ショ ンのこ と  

 ・ 質問、 チャ ッ ト のこ と  

 ・ 氏名の変更について 

 

録画開始 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏名変更の申し 出が

あれば、 すぐ に変更

の作業をする。  

「 お時間になり まし た。皆様、本日はお忙し い

中お集まり く ださ り 、 あり がと う ございます。

只今より 、江別市小・ 中学校一貫教育推進フ ォ

ーラ ムを開始いたし ます。私は、本日の進行を

務めます、北翔大学４ 年井波義幸です。どう ぞ

よろし く お願いし ます。はじ めに、本フ ォ ーラ

ムを企画し まし た、 江別の学びの連続性に関

する研究グループ代表の横山から 挨拶です。」  

 

 

「 あり がと う ございまし た。それでは、本フ ォ

ーラ ムを行う にあたり 、 いく つかの注意点を

引き続き 横山から 説明いたし ます。」  

 

 

 

参加者のブ レ イ ク ア ウト ル

ームへの配置作業 

 

こ の時点で、名前表示が変わ

っ ていない人は保留。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者のブ レ イ ク ア ウト ル

ームへの配置作業（ 追加）  

 

13: 35 全体会 

① 

・ 全体会開始アナウンス 

・ 全体会スラ イ ド 共有（ 横山）  

 

 

 

 

 

・ 全体会説明（ 横山）  

１ ．本フ ォ ーラ ムのねら いと 内容

について 

２ ．江別市の小中一貫教育につい

て（ 主にスケジュ ール）  

 

 スラ イ ド に「 全体会①」 と 表示さ れたら  

「 それでは、こ れより 全体会および、基調講演

を開始し ます。 まずは本フ ォ ーラ ムのねら い、

内容、 江別市の小中一貫教育の概要について、

横山よ り 説明をいたし ます。 よろ し く お願い

し ます。」  
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13: 50 

 

 

 

 

 

14: 25

頃 

基調講演 ・ 基調講演開始アナウンス 

 

・ 講演スラ イ ド 共有（ 横山）  

 

・ 講師紹介（ 横山）  

 

 

 

基調講演 

「 9 年間の「 学び」 と 「 育ち」 を

つなぐ 小中一貫教育」  

吉川康浩氏 

 

 

・ 質疑 

 

「 それでは進行を 司会に戻し ま

す（ 横山）」  

 

 

 

 

スラ イ ド は横山が共

有・ 操作するが、 横

山がフ リ ーズし た場

合は、 大網く んが自

分の PC から 同じ フ

ァ イ ルを立ち上げ、

引き 続き 操作を行う

（ スラ イ ド データ は

pdf です。）  

 

 

 

 

録画終了 

「 あり がと う ございまし た。 続いて基調講演

に移り ます。 基調講演の進行は横山が行いま

す。 引き 続き よろし く お願いし ます。」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

横山進行 
（ 休憩時間にく い込んでも 良い）  
 

 

 

14: 30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14: 35 

 

休憩 ・ 休憩後のブレ イ ク アウト ルー

ム移動についての連絡 

（ 接続は切ら ない、移動指示に従

い移動）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 参加者のブレ イ ク アウト ルー

ムへの振り 分け 

 

・ ブ レ イ ク アウト でき ていない

参加者の対応 

→移動先ルームへの連絡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏名変更の申し 出が

あれば、 すぐ に変更

の作業をする。  

 

麻生（ 第１ ）  

宮下、 濱谷（ 第２ ）  

大網、 奥山（ 第４ ）  

船場（ 第５ ）  

「 分科会を始める 前に、 準備のため一度休憩

に入り ます。 皆様は zoomの接続をし たままで

お待ち下さ い。 休憩時間中に zoom画面にブレ

イ ク アウト ルームへの招待が表示さ れますの

で、参加のボタ ンをク リ ッ ク し てく ださ い。自

動的に分科会のルームに振り 分けら れます。

分科会の開始は 14 時 40 分です。 それまでに、

「 参加」 ボタ ンを押し て移動し 、開始時間まで

接続し たままお待ちく ださ い。」  

 

氏名の変わっ ていない人に声をかけて、 氏名

を訊ねる。  

 

 

→第３ 分科会の運営補助へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ エク セルでの出欠チェ ッ ク  

 

 

・ ミ ーティ ングルームを開く  

 

 

 

 

→第６ 分科会の運営補助へ 

14: 40 

 

 

 

 

 

 

 

15: 15 

 

分科会 

 

※共同ホスト 学生は、運営者のサ

ポート を行う 。  

・ 分科会内での録画開始 

・ 分科会でのチャ ッ ト 内容を 進

行教員と 共有 

・ 分科会中の音声ミ ュ ート ・ 解除

等のサポート  

 

・ 残り 時間のアナウンス 

 

 

 

 

 

分科会終了 

（ 若干のオーバーは良い）  

録画開始 

※録画データ は PC

に保存、 後日共有す

る。  

 

 

 

 

担当教員に声をかけ

る。  

「 〇〇先生、 あと ５

分です。」  

 

 

録画終了 

 

録画開始 

※録画データ は PCに保存、 後日共有する。  

 

 

 

 

 

 

担当教員に声をかける。  

「 〇〇先生、 あと ５ 分です。」  

 

 

 

 

録画終了 

 

録画開始 

※録画データ は PC に保存、

後日共有する。  

 

 

 

 

 

担当教員に声をかける。  

「 〇〇先生、あと ５ 分です。」 

 

 

 

 

録画終了 

 

15: 20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15: 25 

休憩 ・ ブ レ イ ク アウト ルームは自動

解除と なるこ と の連絡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ ブ レ イ ク アウト ルームの強制

解除 

「 運営から の連絡が

あり ます。15 時 30 分

から 全体会が始まり

ますが、 自動的に接

続が変更さ れますの

で、 退出をせずにそ

のまま接続し ておい

てく ださ い。 接続変

更さ れた後は、 始ま

るまでそのまま待機

し てく ださ い。」  

 

自分だけ先にブレイ

ク アウト ルームから

退出し 、 全体のミ ー

ティ ングルームにて

分科会終了を秋山に

報告する。  

 

「 運営から の連絡があり ます。15 時 30 分から

全体会が始まり ますが、 自動的に接続が変更

さ れますので、 退出を せずにそのまま接続し

ておいてく ださ い。接続変更さ れた後は、始ま

るまでそのまま待機し てく ださ い。」  

 

自分だけ先にブレ イ ク アウト ルームから 退出

し 、 全体のミ ーティ ン グルームにて分科会終

了を秋山に報告する。  

 

「 運営から の連絡があり ま

す。 15 時 30 分から 全体会が

始まり ますが、自動的に接続

が変更さ れますので、退出を

せずにそのま ま 接続し て お

いてく ださ い。接続変更さ れ

た後は、始まるまでそのまま

待機し てく ださ い。」  

 

自分だけ先にブ レ イ ク ア ウ

ト ルームから 退出し 、全体の

ミ ーテ ィ ン グルームにて 分

科会終了の報告をう ける 

 

 

 

 

 

６ つの分科会全て終了し て

いるこ と を確認し たら 、ブレ

イ ク アウト ルームを閉じ る。 
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４ -６  江別市小・ 中一貫教育推進フ ォ ーラ ム文字起こ し 記録 

 

 

 

 

 

 

（ 別冊）  

15: 30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15: 42 

 

 

 

15: 45 

 

全体会 

② 

・ 全体会開始アナウンス 

 

 

 

全体会開始 

・ 各分科会から の報告（ 各 2 分） 

 

※報告者は分科会内でお願いし

ておく  

 

・ 参加者から の感想 

（ 教員、 保護者、 学生各１ 名、 各

1 分以内）  

 

・ 総括（ 横山）  

可能なら 吉川氏から  

 

録画開始 

 

「 時間になり まし たので、 こ れよ り まと めの

全体会を開始し ます。 全体会の進行は横山が

行います。 よろし く お願いし ます。」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15: 50 閉会 ・ 閉会式開始 

 

 

 

 

 

・ 閉会の挨拶（ 西出）  

 

 

 

・ 連絡事項（ 横山）  

→アンケート の話 

 

・ 閉会の言葉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

録画終了 

 

 

退出せず、 そのまま

残る。  

「 こ れより 、江別市小・ 中学校一貫教育推進フ

ォ ーラ ムの閉会式を始めます。  

北翔大学教育文化学部教育学科 西出勉よ り

閉会の挨拶をいただき ます。 よろ し く お願い

し ます。」  

 

 

「 あり がと う ございまし た。次に、運営の横山

より 、連絡事項があり ます。よろ し く お願いし

ます。」  

 

 

「 以上で、江別市小・ 中学校一貫教育推進フ ォ

ーラ ムの全て のプ ロ グラ ムを 終了いたし ま

す。 どう も あり がと う ございまし た。」  

 

 

退出せず、 そのまま残る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

退出せず、 そのまま残る。  


